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要 旨：2012年 11月に行われた平泉遺跡群出土文字資料検討会の中間報告会の資料には、

柳之御所遺跡より出土した折敷に書かれた仮名文字資料と、伝西行筆古筆のひとつである

「一条摂政集」との比較検討による、書風の類似性についての指摘がある。それを受けて、

双方の書写年代（筆跡年代）とこれまでの研究で既に判明している事柄とを対照したところ、

いくつかの課題が見えてきた。今回は、その詳細と今後の書風検討の方向性について述べる。 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大防止対策】 

・対面形式での参加者は必ずマスクをご着用ください。 

・会場入り口において検温及び手指の消毒を行います。体温が 37.5度以上の場合は入場を

お断りいたします。 

【本件に関する問い合わせ先】  岩手大学平泉文化研究センター事務局 

〒020－8550   盛岡市上田三丁目 18－33  019－621－6529 E-mail ryukaiu@iwate-u.ac.jp 

久保田陽子氏 


